
312 中間リングを用いたセラミックスと金属の
しまりばめにおける高温強度の研究

正　　新田勇　　　　(新潟大)　　　　　学　※木越健二　　　　　(新潟大院)

正　　下田茂　　(新潟大)　　　　　　　　　　　　　正　　石橋達弥　　　(新潟大)

正　　加藤康司　　　　(東北大)

還一　鈷　緒　蘭

毛管墓守タ罠ほ電　離耗鰻Y　蓼孝魔性、酎摩耗性吉≡軽艶、

商硬度、熱膨張保熱が′トきいという利点を有していも．

その庶輌、飴性、熱加工性という欠点がありセラミッ

クスを機械㈹遵恕牒としで使用するのに大きな綽雷と

なっているや　軽って商い鞋性を持っ金屑との複合化が

必要でおる¢ft｝この複合化の方法の－一つとし・r、間曹

で低コストなし護りばめか有望と考えられる．‘P＝さ｝

しかし、セラミ　ックスシャフトに金属リンデをしまり

ぼ縛Lた読轢韓遊離樹が轟塩草転昏ち蓄艶た囁番k　草

猟熱膨張審覇遠い経基攣鮭魯洩座が荘官普臥

そこで覇温‾■lごでも結合強度が低下しないし譲りばめ

として、シャフトとリングの間に分別した中間リンダ

を押入する方法を背嚢Lた．そして中間リングの寸法

庭労郡藪が耗盤幾度監峯孟島影響を来観的に醜紺Lた蓼

2．嘩捜雷由

図！のように、セラミ　ックスシャフトと金潔リンデ抑

間に熊膨張休漁の商い中間リンデを挿入する．この車

間リ　ンデほ、緻カ所IP切断されている．以後ほこの切

艶臣蚕を呆盲ぎ9　巨と轡戯芸藍琵や竜顔　迂碍様馨線番骨柄

鼓戸蜜巧ぼめ碍温度患昇茫弾も篭壁紐帯るL釣Lろ蒋増減

蓉措曹牽練成晋塵営造と痘誓習き番台　∈聞置添照き

ざ－／！巳α－n・鼠・ムト（ぽ。．．t・R普・Aト住℡・R．・ÅT）（i）

ここで、　古■：し．めしろ増減舟　α：熱静頒情熱

畠首芸温度変化　　　　　農：民望恥民芸

津字i鋸中間IJンダ　　　Out：外リンデ

盛≡毛管豊　撃撃果

しめしろと接触民力の囲鎌は、中間リング無品をあ

る穫のバネと見なすことにより次式で近似した．

着　苛

家電辛鷲彗

瞞　¢野昏臼ぎ
署　厨

墓≠暫芸　　　　常湧出監菅　　　　　芦岬r

ぼ哲豊這蒙一戸仙車登録馨炉醐　絹仙
監整　　　　　　　監徳U官　　　　選

（2）

ここで、∂e：しめしろ　E：ヤンデ輩　γ：ポアソン比

R：蓬飴　　P．P●：接触拝カ

S如沼
Outer

Rin尋

InnerR鴫

ヤ
一

■J

園皇　帝簡篭者㌢ダの舞影輩竃ヂ舟

宙 √
2Rl

王Rヨ

園芸　L渡撃ぼ鱒轟終細田

迅　甘　　撃墜駿

萱

三＝‥＿

登臨摩官金撃宝撃撃漉かヤプ　巨監持寄癖番憾奮離豊

中間リングとの間に滑りか生じたときの席蓋を割宜し

た磁　菅碍番豊を魔静狩の緒親衛磯で酌甚芭藍章こよ琴せ

ゐ齢蟹鷹産む無音楽壊塩廣碍竜顔ほ塞温かち昏宅柑瘤巴盈晋

とした．せん断碑度ほざ了50●cおきに出足した。試験片

寸法は式（～）から予想しで、せん断強度が温度上昇・によ

り一定・増加・減少となるように決めた．薬iに拭領片の

封韓特性を講皆．

凍量　撃斡帝軽

鞄u口癖　鞄毒箔耶蔓彗
Coef†．0盲

溺恕晋　咄　蒜慧。。
皐抱〇苫　3鵜沼が　　弘⊇謁　　翼裾軒

別嘩：卜誠離沌等　量．磯部　1描雄柑堰

塾昼嘩酎凝担壁㌢」∴旦那　】－．冒粍毒口
乳岱3鎚も昏謝辞　　8ヨ0　　賂酢階名

適量．薬敏感雷鼎盈び萄鮮

トl中間‡ノンデのスリット数について　　中間リン

グのス‡jワト鼓は、さくなもにつれて式日）で近似した

ぎ巨奉機械背教凍減耗馨墜転酢冒蘭重　畳葦車線韓常会・弼蜜工学蟄蒐箆倍鶴菜部輿確宕一好一重¢－星野潟き



状 忠 に 近 づ く . し か し . ス
1J サ ト息 の 少 な い 方b , し ま

り ば めEi 帯 書 で あ る .

.ス リ ッ ト 政l の と き は 応 力 I 中

の た め セ ラ ミ ッ ク ス シ ャ フ ト に き 群 が 生 LT た . ス リ ッ

ト 政 2 の と き は シ ャ フ ト のff 入 か 固耗 で あ っ た . ス リ ッ

ト色 3
.
6 の と き . 図3 に 示 ナ よ う L

-

ほ ぼ 同 しこだ 果 が 特 ら

tt た の で . こ れ 以 持 は ス リ -

j ト 鼓 3 で 実Qt を 行 っ た .

6 0

一

言
5 0

n-
三 L O

0

0

0

つ
J

つ
上

l

王
5

こ

a
J

I

S

一

宏
L

rl

申2 5
一

申4ム
ー

少5 5

l nt e rf e r e n c e こ3 g くLJ m J

.

-
.

i
-二

i

i i -I

S lit 3 ニ ム

6 二 ■

0 1 0 0 2 0 0 3 0 0 ム0 0 5 0 0 6 0 0

Te m p e r ot u r e く
.

C J

図 3 中ml リ ン グの ス
IJ ッ ト 放 と せ ん 断 碑 戊 の 比 較

41 2 鼓 せ 片 寸 法 と せ ん 斬 強 圧 の 関 係 図4 は 中 間 リ

ン グ に S U S 3 0 4 . 外 リ ン グに S U S 4 0 3 を 用 い た 韻 合 の 狙 戊

変 化 に 伴 う せ ん 斬 強 度 の 変 化 を . 坑 故 片 サ イ ズ 別 に 栽

L た グ ラ フ で あ る . 包 皮 変 化 に よ る せ ん 斬 強Ll+ か モ れ

I
-

れ
. 相 加 .

一

定 . 推 少 の 械 向 か み ら れ る . こ れ は 式く2I

で 予 告 し た 出 典 に 一

致 ナ る .

H

.

3

d

ェ
I ,

r
l

E
.

.i.
.

a
J

I

S

J

H
e
L
i

S

5 0

0

0

o

4

r
Y
1

2

1 0

0 1 0 0 2 0 0 3 0 0 4 0 0 5 0 0 6 0 0

T e m p e rQt U r e I
.

C I

回4 拭 + 片 寸 法 とせ ん 斬 強Lt の 朋 休

u 奉確姥 掌 奮敢轟夜費輩施B 嘗7 - I

ト 3 拭 + 片 粥Jt と せ ん 斬 強 度 c J 邦 銀 固5 は S U S 1 0 3

とS 1 5 C の 2 書 類 の 外 リ ン グ に つ t , て . ゼ ん 転II Ef を 比 斡

し た も の で あ る . S 1 5 C と 用 い た Lt + 片 は .
S U S 4 0 3 に 比

べ せ ん I符号Et の 書 し い 放 下 カf み ら れ ろ .
こ れfま . S 1 5 C

の 熊 B 鱒 仇 魚 が Eti 狙 で 書 し く 上 井 す る こ と と . ヤ ン ア

辛 か ホiA r 低 下 す る た r J で あ も . tt り
I

r . S 1 5 C の ょ う

な 耗 姐 折 れ 他 の な い 材 料 を 外 リ ン グ に 鯉 川 す る と . 中

間 tJ ン グの 寸 法 か
.
大 き く な り 使 用 で き る 低 価 が 限 定 さ

れ る . ま た , 寒 地 の 軸 性tA を 用 い て 縫 合 強tt を.F 削 ヰ

る こ とlよ 允II で あ る .

0

0

o

o

o

L

J
7

4

r

y
1

つ
上

-

八

-
1

日
r

l

ぃ

じ
H

5
u

小
J

り

S

.

U

小

上

川

申25 -

申4 トc15 5

I . く1L lt t Jr Iモl , ド1 I
-

,U f-
ミL

J

.u j

l nt e rF e re n c e 三3 9 山 m l
I - O u t c T I

-

i JF lq
I

. J .T I仁

l nt e l rt りf W t ト I
. 袖 1 1T IJ

I t
-

--

ム

ム

A

1 0 0 2 0 0 3 0 0 40 0 5 0 0 6 0 0

J p n tp p r ul u H . く
o

C J

図5 拭It 片 の 何 千 と せ ん 断 油Lr の 関 係

5
. ホ誇 宵

ホ 狙 下 で も 節 食gl Lt が 低 下 し な い し ま り け め と し て .

分 耶 し た 中rq lJ ン r を 用 い る 方 法 を ニー 来 し . 米Qt 的 に

牧 村 を 行 い 以 下 の 轄 b か 得 ら れ た .

り1 中 間 IJ ン r の ス I
J

.

J トA か 1 の と きl土 . 応 力 書 中

の た め セ ラ ミ
.

J ク ス シ ャ フ ト に さ焚 か 生 じ た . ス
IJ ツ

トet か 2 の と き は , シ ャ フ ト の f+ 人 が 粥 巾 で あ っ た . ス

リ ッ ト 鼓 が 3
.
6 の と きlま . し ま りIt め せ ん 斬洩 庚l土 ほ ぼ

同 L
-

で あ っ た . 従 っ て . こ の よ う な し ま りt t d J で lま そ

の M ItF さ か ら ス リ ッ ト 鼓3 か
. 史 ま し い と い え る .

く2I ス リ ッ ト を 人 tL た 中rq lJ ン グ を用 い る こ と に よ

り . ホiA 下 で の し ま りI t lJ 償 金7I 戊 の 低 下 は 併く
.

こ と

か で き . ホiL 強Lt lま 拭 ■ 片 の 寸 法 に よ り 子al す る こ と

か で き る .

参 考 澄 渡

りJ 速 水 讃H 真筆 食 托..
5 5 - 8 く1 9 8 6J

くり 粥lり 他3 F . tl td
A

f. 公 汝 P 事 S Z . 4 8 J .

,

1 9 8 6 J

く3 J 折 田 他 ほ tI 柑 学 食JB 文 井
トl 本棟 帖r.i.

J

台 . 絹 耗工甘 食北陸 倍也-i
一

部 Jt118 く
I

tr7- 1 O- 乙 帥朝1

-

4 3--...-

5 3 1 4 8 7 り9 8 7J


